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横手市社会福祉協議会
みんながつくる　みんなの福祉

社協だより

　

お
一
人
で
暮
ら
さ

れ
て
い
る
高
齢
者
等

の
家
庭
に
、「
ふ
れ

あ
い
安
心
電
話
」
と

い
う
電
話
機
が
、
今

年
三
月
末
時
点
で

三
二
五
世
帯
に
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
電
話
機
は
、
急
病

や
災
害
な
ど
の
緊
急

時
、
ま
た
は
相
談
ご

と
や
何
か
お
話
し
し

た
い
時
に
、
ボ
タ
ン

ひ
と
つ
で
最
寄
り
の

福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
県
社
会
福
祉
協
議

会
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
火
災
感

知
器
も
セ
ッ
ト
で
設
置
さ
れ
て
お
り
、
火

災
に
よ
り
熱
を
感
知
す
る
と
自
動
的
に

通
報
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
通
報
に
二
十
四
時
間
対
応
で

き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
ほ
か
、
設
置

さ
れ
て
い
る
一
家
庭
に
対
し
て
民
生
委

員
を
含
む
三
名
の
協
力
員
が
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
。実
際
に
、具
合
が
悪
く
な
っ

た
た
め
通
報
し
、
協
力
員
や
救
急
車
が

駆
け
つ
け
て
大
事
に
至
ら
な
か
っ
た
と

い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

安
心
・
安
全
な
生
活
の
提
供
を
目
的

と
し
た
事
業
で
は
あ
り
ま
す
が
、
あ
く

ま
で
も
そ
の
一
助
と
な
る
も
の
で
す
の

で
、
地
域
の
皆
様
の
見
守
り
や
生
活
応

援
等
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
こ
の
事
業
は
市
か
ら
の
委
託
事
業
で
す
。

利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
各
地
域
局

ま
た
は
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
な
お
、
設
置
料
及
び
利
用
料

は
無
料
で
す
。（
通
話
料
は
除
く
）

※
横
手
地
域
で
は
、
別
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
同

様
の
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ボタンひとつでつながる安心
～ふれあい安心電話システム推進事業～



２社協だより

　お一人で暮らされている高齢者などを対象
に、生きがいづくりや介護予防等の場を提供し
ます。また、地域の方々と連携しながら見守り
活動等を行います。

健康・生きがいづくりを応援
（自立者支援通所事業） 高齢者

平成24年度 横手市社会福祉協議会事業の概要
みんながつくる みんなの福祉を進めます

　障がい者の社会参加を応援するために、市民やボラン
ティアとの啓発・交流活動を行うほか、安定した生活を送
れるよう必要な活動を行います。

障がい者とボランティ
ア、市民との交流事業

（輪気愛相事業）

障がい者等への情報伝達
（点字・声の広報発行事業）

障がい者

介護を必要としている方々や、その
家族との信頼関係を築きながら、安

心・安全なサービスを提供します。また、
介護に関する相談への対応、サービス利

用のご案内や手続き、介護負担の軽減を目的とし
た事業などを行います。
《介護サービス》
居宅介護支援事業所、訪問介護事業所、訪問入浴介
護事業所、通所介護事業所、特別養護老人ホーム、
短期入所生活介護事業

介　護

介護に関する情報や技術の
提供（かいご教室）

ユニット棟居室の様子（特養雄水苑）

評議員　31名監　事　３名理　事　15名

組 織 図

総　務　課 課長（兼務）伊 藤 俊 光 地域福祉課 課長　和 泉 貞 昭 事業運営課 課長　高 橋 一 輝

事務局長 佐 藤 誠 輝 事務局次長 伊 藤 俊 光本　　部

福　祉　セ　ン　タ　ー 特別養護老人ホーム
横　手

センター長
久米　力

大　森

センター長
長谷山昌子

平　鹿

センター長
吉川美津子

山　内

センター長
藤原由紀雄

増　田

センター長
七尾　覚

十文字

センター長
照井博文

雄物川

センター長
渡辺　篤

大　雄

センター長
奥山庄子

雄水苑

施 設 長
佐藤慶子

憩寿園

施 設 長
渡部　勝

平寿苑

施 設 長
北島恒一

平成24年４月１日現在

　昨年度は、未曽有の震災により各地に大きな傷跡を残しましたが、人と人とのつながりや助け
あい、いつ起こるのかわからない災害への備えなど、私たちにとって大切なことを改めて認識し
た年であったと思います。
　私たち社会福祉協議会では、地域とのつながり、様々な機関・団体とのつながりによる「みん
ながつくる みんなの福祉」を進め、安心・安全な地域づくりに努めて参ります。



３ 社協だより

理　事　北　島　恒　一（平寿苑施設長）平成24年４月１日付
評議員　菅　原　多一郎（横　手）　　 平成24年３月19日付
評議員　高　橋　弘　子（山　内）　 　平成24年３月19日付
評議員　藤　原　秀　夫（山　内）　　 平成24年５月23日付

理事・評議員の変更
本会の理事・評議員の変更があり、
新たに次の方々が選任されました。

専門相談員による相談対応
（心配ごと相談所）

相　談
　日常の不安解消や問
題解決のため無料法律
相談所や心配ごと相談
所のほか、介護に関す
る相談先としての在宅
介護支援センター等を
設置します。また、一
時的な資金が必要な方
への各種資金の貸し付
けや、判断能力の弱
まってきた方を対象に
した福祉サービスの利
用援助と日常の金銭管
理などを行います。

▲ ▲

ホームページ上でもご覧いただけます http://www.yokote-shakyo.jp/ ▲ ▲

本会は、住民の参加と公私協働による
「誰もが安心して暮らすことのできる地域づくり」を
目標として活動に取り組みます。

基本理念

１．私たちは、住民と共に、地域における福祉課題の把握と解決に努めます。
１．私たちは、サービス利用者の人権を尊重し、質の高い福祉サービスの提供に努めます。
１．私たちは、地域におけるあらゆる団体・組織との連携を図り、総合的な支援体制づく

りに努めます。
１．私たちは、地域福祉を推進する民間団体として、自らの専門的役割と責務を自覚し、

自己研鑽に努めます。

基
本
方
針

　学校や各種団体
で行う学習・研修
等に協力し、児童
生徒や市民が「共
に生きる」ことに
ついて考え実践でき
るよう、福祉教育活
動を進めます。

学校等での福祉教育活動の支援
（福祉出前事業）

児童とお一人暮らし
　 高齢者による相互交流

（ふれあいの手紙事業）

福祉教育

手作り「焼き餅」を
持参し年末訪問活動

（歳末見守りネット
ワーク事業）

　ボランティア活動への市民の参
加を進めるほか、活動者・団体へ
の活動支援を行います。また、災
害等の緊急時に備えたボランティ
ア受入体制の準備を行います。

ボラン
ティア

災害に備えた受入訓練
（災害ボランティアセンター事業）

ボランティアによる除雪作業
（除雪ボランティア活動）

　市民が安心して暮らせる地域
づくりのため、福祉関係者や近隣
の方々による支えあい活動を進め
ます。また、住民同士の交流活
動や、地域の福祉活動に参加し
ている団体の支援を行います。

地域の自主的な交流活動への
支援（いきいきサロン）

福祉で
まちづくり
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家並み地図（４９戸）
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３班 １１世帯
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（友人） 

協力者 

マップを使って地域の支えあい体制づくり
（住民支えあいマップの作成）



４社協だより

社会福祉協議会は、住民の皆様の参加と関係機関・団体との協力により
「住みよい福祉のまちづくり」を進めていく民間の団体です。

横手市社会福祉協議会本部
横 手 福 祉 セ ン タ ー
増 田 福 祉 セ ン タ ー
平 鹿 福 祉 セ ン タ ー

TEL.36－5377
TEL.33－8668
TEL.45－4848
TEL.24－3283

雄 物 川 福 祉 セ ン タ ー
大 森 福 祉 セ ン タ ー
十 文 字 福 祉 セ ン タ ー
山 内 福 祉 セ ン タ ー

TEL.56－2072
TEL.26－3274
TEL.42－5858
TEL.53－3009

大 雄 福 祉 セ ン タ ー
特別養護老人ホーム平寿苑
特別養護老人ホーム雄水苑
特別養護老人ホーム憩寿園

TEL.52－3311
TEL.38－7011
TEL.22－4561
TEL.42－2510

●横手市市外局番 0182

横手市社協だより ● 発行 ● 横手市社会福祉協議会　〒013－0072横手市卸町5番10号　TEL.0182－36－5377　FAX.0182－36－5388
E-mail syakyou5@agata.plala.or.jp ホームページ http://www.yokote-shakyo.jp/

この広報に関するご意見ご感想をお待ちしております。

思いやる　みんなの心を　重ねよう

善意
ありがとうございました
（平成24年３月１日～４月30日受付分）

【横手福祉センター受付】
● 伊　藤　雅　子 様（根岸町）
● ハイレンデ・ムジーク様
● 村　上　　　陸 様（寿　町）
● 安　藤　詔　子 様（上真山）
● 黒　崎　由　紀 様（朝倉町）
● 齊　藤　フ　ミ 様（新　町）
● 佐々木　有　紀 様（寿　町）
● 佐　藤　良　子 様（南　町）
● 横手市連合婦人会 様
● 佐　藤　将　太 様（平城町）
● 伊　藤　奏　音 様（美郷町）

【増田福祉センター受付】
● 大　類　隆　一 様（菅　生）

【平鹿福祉センター受付】
● 浅舞婦人漬物研究会 様
● 舞ドリーム様
● 大　類　隆　一 様（増田：菅生）

● よねや浅舞店 様
● 醍醐婦人会 様
● 武　田　綾　子 様（高　口）

【雄物川福祉センター受付】
● 坪　井　幸　子 様（新　丁）
● 雄物川北小学校 様
● 雄物川地域老人クラブ連合会 様
● 横手市商工会女性部 様

【大森福祉センター受付】
● 佐　藤　正　則 様（大仙市）
● 北　島　恒　一 様（砂間内）

【十文字福祉センター受付】
● 髙　橋　朝　子 様（栄　町）
● 十文字地域老人クラブ連合会女性部 様

【山内福祉センター受付】
● 畑　　　則　子 様（横手：朝倉町）

【大雄福祉センター受付】
● ＪＡ秋田ふるさと大雄女性部 様
● 阿気小学校 様
● 伊　藤　久　一 様（雄物川：造山）

【平寿苑受付】
● 傾聴ボランティアささやき 様

● ㈱ツルハホールディングス・
クラシエホールディングス㈱ 様　　

● 柴　田　ヒ　デ 様（吉　田）

【雄水苑受付】
● 傾聴ボランティアひまわり様
● 亀　谷　くに子 様（横手：平和町）
● ㈱クリニコ 様
● 雄物川北小学校ボランティア委員会 様
● 秋田リオン補聴器販売㈱ 様
● おものがわ農協助け合い組織

「いなほの会」様   　 
● 舘合婦人会 様
● 伊　藤　雅　子 様（横手：根岸町）
● 大沢第７区納税貯蓄組合 様

【憩寿園受付】
● 梨木婦人会 様
● 熊　谷　秋　夫 様（梨　木）
● 熊　谷　博　子 様（梨　木）
● 睦合婦人会 様
● 十文字地区婦人会 様
● 神　原　　　實 様（八兵エ丁）
● 県消費者協会 様
● 傾聴ボランティアささやき 様
● スーパーモールラッキー
　　　　　　　　 イベント委員会 様

※広報発行回数の関係上、紙面への掲載が遅れますことをご容赦願います。
※「善意」の受付は、横手市社会福祉協議会各福祉センター・施設で行っております。

◆対 象 者　① 全日程の受講が可能な方（必須）
　　　　　　② 横手市内に在住し、介護職に従事することを希望する方
　　　　　　③ 年齢が50歳以下の方
◆定　　員　24名（申込多数の場合は選考となります。）
◆研修期間　平成24年７月27日（金）～10月26日（金）までの27日間
　　　　　　※原則として、毎週月・水・金曜日の９時～16時
◆会　　場　十文字福祉センター集会施設「ふれあい館」
◆受 講 料　25,000円（テキスト代、保険料ほか）
◆修了証書　全研修課程を修了した方に対し、修了証書及び携帯用修了証書を交付いたします。
◆申込期間　平成24年６月26日（火）～７月５日（木）まで
◆申込方法　最寄りの福祉センターに備え付けております申込用紙にて、お申込みください。
◆問合せ先　横手市社会福祉協議会本部事業運営課 ☎36－5377
※お申し込み、お問い合わせは、平日８時30分～17時30分となっております。

ホームヘルパー養成研修（２級課程）講習会 受講者募集

こ
の「
横
手
市
社
協
だ
よ
り
」は
、
社
協
会
費
と
共
同
募
金
の
配
分
金
を
活
用
し
て
発
行
し
て
い
ま
す


	_GoBack

